
二輪車通学許可校 活動紹介 
 

学校名：鹿児島県立大口高等学校 

所在地：鹿児島県伊佐市大口里２６７０番地 

 
「平成２０年度文部科学省 交通安全教育実践地域事業指定校」 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２０年度交通関係の年間指導計画（主として二輪車に関するものを掲載） 

月 実 施 内 容 対象 協力関係機関 備考 

4 新規単車通学説明会（１回目） 新規単車通学生  保護者同伴 

5 車体検査（１回目） 単車通学生   

6 安全の日（交通安全宣言） 全校生徒 伊佐警察署  

交通安全意識調査・危険箇所調査 保護者 大口高校ＰＴＡ  

交通安全教室・交通講話 全校生徒 伊佐警察署 他  

7 

駐輪場の整理と清掃 交通安全委員  のぼり・標識掲示 

交通安全標語コンクール   入賞２３点 

車体検査（２回目） 単車通学生   

新規単車通学説明会（２回目） 新規単車通学生  保護者同伴 

秋の全国交通安全運動参加 職員 交通安全協会 他 街頭指導 

文化祭での交通安全展示発表 全校生徒   

9 

「伊佐人の波作戦」参加 交通安全委員 伊佐警察署 他 生徒１０名参加 

交通安全教育講演会 全校生徒 笹森 義幸氏  

交通安全実技講習会 1,2 年単車通学生 大口自動車学校 他  

バイク点検の実施 1,2 年単車通学生 地域バイク販売店  

10 

二輪車通学許可校等の担当教員研修会 全職員 日本交通安全教育普及協会他  

交通安全看板・プレート設置  大口高校ＰＴＡ  

「ネギらい作戦」参加 交通安全委員 伊佐警察署 他 生徒８名参加 

交通安全カレンダー配付 交通安全委員  約 35 ヵ所へ配付 

12 

ＰＴＡとの合同登校指導 単車通学生 大口高校ＰＴＡ 街頭指導 

1 新規単車通学説明会（３回目） 新規単車通学生  保護者同伴 

 
 
   

   ① 文化祭による展示発表（９月） 

② 交通安全看板・プレート作成（１２月） 

   ③ 交通安全カレンダーの作成・配布（１２月） 

       全校生徒が交通安全標語を作成、①～③を実施。 

最優秀作品「気をつけて 母の言葉が 命を守る」は   ＜交通安全カレンダー＞   ＜交通安全プレート＞ 
交通安全看板として校門横に設置され、登下校 
の生徒に交通安全を呼びかけている。 

 
 

 
    ９月・１２月に、生徒交通委員が、地域の交通安全運動に参加。 

交通標語を載せた手作りのしおりをドライバーに配付し、交通安全を 

呼びかけ、生徒にとっても交通安全意識の醸成に良い動機付けとなった。          ＜交通安全運動＞ 

 

鹿児島県北部の山間部に位置し、昭和６２年の国鉄宮之城線、昭和６３年の国鉄山野線の廃止に伴

い、公共交通機関はバスのみとなった。しかし、バスの運行範囲やダイヤが不便なため、一定の基準を満

たした生徒に原付免許取得及び単車通学を許可している。全校生徒の約３分の１が単車通学生であり、

雨天時や濃霧時の自損事故を含め、毎年数件の事故が発生している。そのため、学校では交通安全に

対する意識や態度、知識や技術を育てる様々な取組を行っている。 

交通安全標語の作成 

地域交通安全運動への参加 



発行：（財）日本交通安全教育普及協会 平成 21 年８月 

 

 

   全校生徒を対象に、交通被害者であり、犯罪被害者支援活動を行っている笹森義幸氏を講師に迎え、交通

安全教育講演会を実施。９８％の生徒が、この講演会を通じて交通安全に対しての意識が変わったとアンケート

で答えている。 

    ＜生徒感想文（一部抜粋）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   大口自動車学校の協力で毎年１０月に実施。 

２０年度は（財）日本交通安全教育普及協会の主催によ  

り、更に充実した講習会を実施。 
 

時 間 項 目 内     容 

13:00～13:30 開    会 挨拶・説明・コース移動 

13:30～15:30 
生    徒 
実技講習 

□講義「原付の安全な乗り方」 
□運転の基本 
   体操・安全点検・服装・基本走行 
   運転姿勢慣熟走行 
□事故再現 
   速度読み取り・衝突実験 
□班別講習 
   ブレーキング・低速バランス 
   コーナリング 

15:45～16:45 
教   師 
研究協議 

二輪車実技指導の在り方について 

16:45～16:55 閉   会  
 

  ＜生徒アンケート（２年生３９名回答）＞ 

  ① 各受講内容はどうでしたか？ 

   ５(◎) ４ ３ ２ １(×) 

① 運転の技術（準備体操・点検・運転姿勢） 77% 21% 2% 0% 0% 

② 事故再現（速度読み取り・衝突実験） 77% 23% 0% 0% 0% 

③ 実技Ⅰ（ブレーキング） 85% 15% 0% 0% 0% 

④ 実技Ⅱ（コーナリング） 82% 15% 3% 0% 0% 

⑤ 実技Ⅲ（低速バランス） 74% 18% 5% 3% 0% 

⑥ 講義 67% 28% 5% 0% 0% 

 
  ② 生徒感想（一部抜粋） 
     
 
 
 
 

・今ある命、交通に対する意識をもっともっと高めたいです。いつか大人になると車の免許も取るだ
ろうし、今、単車の免許も持っています。いつ被害者、加害者になるか分からないし、何が起こる
か分かりませんが、今日のことを忘れないで生きていこうと思いました。（２年女子） 

                                     
・事故は、被害者だけでなく、残された家族や友人までも傷つけてしまうことを改めて感じた。誰が

いつ事故に遭って、私たちの前からいなくなってしまうかは分かりません。だから、みんなと過ご
す１秒１秒を大事にして過ごしたいと思った。そして、私もこれから車の免許を取り、車に乗ると
思う。その時は、ハンドルを握ることは命を握るということを忘れずに、事故を起こさないように
気を付けたい。（３年女子） 

    ＜コーナリング＞ 

 
    ＜衝突実験＞ 

・全てが自分のためになったので今日から実践したい。 
・普段できないことができて良かった。 
・スピードを上げてカーブを曲がるのに恐さを感じた。 
・とてもためになる話ばかりだった。 
・運転姿勢の注意を今後直していきたい。 

交通安全教育講演会 

単車技能講習会・二輪車通学許可校支援研修会 主催：（財）日本交通安全教育普及協会 

後援：鹿児島県教育委員会   

協力：大口自動車学校・大口高等学校 

生徒：１・２年単車通学生６１名 

教師：県内 


